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■輪なげを入れて、賞品をゲットだぜ！ ！ （商工産業祭）

言
●みなさんの声をまちづくりに 町政懇談会パート①

●第一中学校創立50周年記念式典が開催されました

一 （

し



対話と協働

みなさんの声書町つくりに

平成 9年度の町政懇談会が10月14日から11月20日まで町内12会場で開催されました。今回の懇談会

で出されました貴重な意見・提言など、その内の一部を抜粋、要約して紹介いたします。

水
道
事
業
会
計
は
、

8
年
度
ま
で
は

黒
字
、
9
年
度
か
ら
赤
字
の
た
め
料
金

を
値
上
げ
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
8
年
度
ま
で
の
黒
字
の
累
積

額
を
示
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず
は
、
こ
の

金
額
を
値
上
げ
分
に
充
て
る
と
い
う
こ

と
を
し
な
い
と
、
町
民
は
納
得
し
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
赤
字
補
て

ん
の
た
め
に
は
3
0
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の

値
上
げ
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
が
、
町

民
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
磐
が
多
く
な
ら

な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
道
料
金
は
嗅
内
で
一
番
安
い
と
い

う
料
金
設
定
の
中
で
運
営
を
し
、
少
し

す
つ
黒
字
額
を
積
み
立
て
て
、
今
ま
で

県
内
＿
安
い
水
道
料
金

料
金
改
定
に
向
け
て

検
討
中
で
す

町
政
懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
貴
重
な
ご
意
見

•

こ
要
望
を
い
た
だ

き
、
町
政
に
反
映
し
て
い
こ
う
と
毎
年

開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、

10
月
14
日
の
祝
町
地
区
を

皮
切
り
に

12
地
区
で
開
か
れ
、
約
6
2

0
名
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
水
道
料
金
の
現
状
と
今
後

の
貝
込
み
に
つ
い
て
」
「
資
源
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
」
「
下
水
道
の
加
入
促

進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

票内水道料金ベストl0（低料金）

l 大洗町 l,61 0円 6 筑雨水道（企） 2,200円

2 古河市 1,950円 7 総和町 2,275円

3 つくば市（桜） 1,980円 8 桂村 2,300円

4 日立市 2. l 00円 ， 束海村 2,310円
5 水戸市 2,170円 10 ひたちなか市 2,380円

H9 41現在

基本料金＋超過料金（口径13mm月20吋使用料金・量水器使用料金含む消費税別）

◄

町
で
は
昭
和
5
5
年
か
ら
料
金
の
改
訂
は
し
て
い

ま
せ
ん

'97.72.5 広報おおあらい (2) 



◄

県
中
央
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
に
よ
り
一
日

4
、
0
0
0
ト
ン
の
水
を
受
け
入
れ
る
配
水
場

（大
洗
高
校
前
）

の
累
積
黒
字
額
は

4
億

2
、
0
0
0
万

円
で
す
。
本
年
は
そ
の
積
立
額
の
一
部

1
億

6
、
0
0
0
万
円
を
取
崩
し
料
金

を
据
え
置
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
広
域

水
道
事
業
と
し
て

1
日
4
、
0
0
0
ト

ン
の
水
の
受
入
れ
に
よ
り
年
間

2
億
ー
、

0
0
0
万
円
か
か
り
ま
す
。
今
年
度
末

の
累
積
黒
字
額
は

2
億

4
、
0
0
0
万

円
あ
り
ま
す
が
、
値
上
げ
を
先
送
り
す

る
と
そ
の
後
の
値
上
げ
幅
を
大
き
く
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
が
生
じ
ま
す
。

来
年
以
降
は
こ
の
積
立
金
を
少
し
す
つ

補
て
ん
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
か

な
り
シ
ビ
ア
な
料
金
設
定
を
行
な

っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
 

現
在
、
新
聞
等
で
地
下
水
の
汚
染
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
下
水
に
た

よ
っ
て
い
る
本
町
の
水
質
管
理
状
況
と

残
留
塩
素
の
濃
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
の
で
す
が
。

水
質
検
査
は
、
毎
月

1
回
15
項
目
の

検
査
を
実
施
、
更
に
原
水
も
年

1
回
47

項
目
の
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
汚
染

等
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
、
残
留

塩
素
の
濃
度
に
つ
い
て
は
、
町
内

10
個

所
で
測
定
し
て
お
り
、
町
内
の
平
均
は

0
.
4
mg
/
0
で
す
。

※
お
い
し
い
水
の
基
準
は
ー

g
か
ら
0

.
l
mg/
g

広
域
水
道
か
ら

1
日
4
千
ト
ン
の
水

の
受
入
れ
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

是
非
、
小
中
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
を
要

望
し
た
い
の
で
す
が
。

広
域
水
道
事
業
に
お
け
る
本
町
の
水

の
受
入
れ
は
、
平
成
17
年
ま
で
に
は
ー

日
4
0
0
0
ト
ン
、
増
皇
が
期
待
で
き

る
の
は
そ
れ
以
降
で
す
。
学
校
プ
ー
ル

建
設
は
今
後
、
学
校
施
設
の
整
備
計
画

段
階
で
検
肘
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

学
校
プ
ー
ル

当
面
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
の
温
水
プ
ー
ル
で

o
rng
/
 

安
心
く
だ
さ
い

残
留
塩
素
濃
度
0
.
4
mg/
8

す
。
し
か
し
、
他
市
町
村
の
学
校
プ
ー

ル
の
利
用
状
況
の
実
態
は
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
当
面
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
整
備
す
る
温
水
プ
ー
ル
の
活
用
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
高
台
地
区
は
水
圧
が
弱
く
水

の
出
が
よ
く
な
い
の
で
、
な
ん
ら
か
の

改
善
策
が
取
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

調
査
し
、
改
善
に
向
け
て
努
力
し
ま

す
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
コ
ス
ト
が

か
か
り
ま
す

本
当
に
必
要
な
の
は
こ
み
を

生
み
だ
さ
な
い
こ
と

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
う
ち
、
ア

ル
ミ
缶
や
ビ
ー
ル
び
ん
、
一
升
び
ん
、

新
聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
売
却
す
る
こ
と

に
よ
り
還
元
金
が
あ
り
ま
す
か
、
一
方

で
ス
チ
ー
ル
缶
や
雑
び
ん
、
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル
の
処
理
に
半
年
間
で
約
1
5
0
万

円
の
経
費
が
か
か
る
と
の
説
明
か
あ
り

ま
し
た
が
、
今
ま
で
こ
う
し
た
経
費
が

か
か
る
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
還
元

金
の
報
告
と
合
わ
せ
、
今
後
は
こ
う
し

た
経
費
も
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定
に

よ
り
、
容
器
包
装
の
分
別
を
行
な
う
こ

と
が
市
町
村
の
役
割
、
分
別
収
集
に
協

力
す
る
こ
と
が
消
費
者
の
役
割
、
事
業

者
は
再
商
品
化
の
役
割
が
明
確
に
な
っ

ヽ`
｀

資源リサイクル回収実績(4月～9月）

還元金（売却できる資源物） 逆有償資源物（お金を支払って処理している資源物）

アルミ缶 7トン 141,080円 スチール缶 l 7トン 345,420円

びん類（ビー）レー升びん） l 9トン 149, l 14円 雑誌 35トン 175,600円

紙類（新聞ダンボール） 129トン 258,380円
雑びん（透明茶青黒緑びん） 35トン 420,000円

ペッ トボトル 6トン 572,040円

計 155トン 548,574円 計 93トン 1,513,060円

(3) 広報おおあらい '97.12.5 



◄

み
な
さ
ん
の
協
力
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
分

別
収
集
。
し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
コ
ス
ト
が

か
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
か
の
社
会
に
本
当
に
必
要

な
の
は
、
「
「
J
み
を
ど
う
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に

す
る
か
」
で
あ
り
、
「
そ
れ
で
も
出
て
し
ま
っ
た

こ
み
を
ど
う
生
か
す
か
」
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
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た
。
法
の
主
旨
は
、

一
般
廃
棄
物
の
容

積
比
で
6
割
を
占
め
る
容
器
包
装
（
ス
チ

ー
ル
・
ア
ル
ミ
缶
、
び
ん
、
紙
パ
ッ
ク
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）
を
減

nす
の
が
狙
い

で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
コ

ス
ト
が
か

か
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
ご
み
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
後
も
こ
み
の

減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
収
集
日
を
守
ら
な
い
人
が
多

い
。
収
集
し
た
後
に
ご
み
を
出
し
て
あ

る
が
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う

か
。環
境
指
導
員
2
名
に
よ
り
重
点
的
に

巡
回
回
収
し
て
い
ま
す
が
、
回
収
後
ま

た
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

指
定
日
以
外
で
出
さ
れ
た
こ
み
に
つ
い

て
は
、
こ
み
の
中
に
住
所
氏
名
等
わ
か

る
も
の
が
あ
れ
ば
連
絡
し
、
厳
重
に
注

意
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
で
来
て

捨
て
て
い
く
例
も
多
い
た
め
、
も
し
車

の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
か
ら
住
所
氏
名
が
わ

か
れ
ば
注
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
内

の
皆
さ
ん
に
も
監
視
等
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
洗
町
に
は
外
国
人
が
多
く
、
ゴ
ミ

の
出
し
方
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
何

ら
か
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
水
産
加
工
業
で
は
外
国
人
（
ベ
ト
ナ

ム
・
中
国
）
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
又
、
そ
れ
以
外
に
も
固
別
に
雇

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

雇
用
主
や
ア
パ
—
卜

の
家
主
に
対
し
て

コ
ミ
の
出
し
方
な
ど
の
ル
ー
ル
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
人
家
の
少
な
い
場
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
い
つ
も
こ
み
が
出

さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
の
で
、

地
区
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
場
所
を

変
え
る
な
ど
の
方
策
を
取
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

公
固
美
化
指
導
員
（
監
視
員
）
の
設
置
の

提
案
を
し
た
い
の
で
す
が
。

余
暇
時
間
の
有
効
利
用
を
兼
ね
た
シ

ル
バ
ー
人
材
の
活
用
を
検
討
中
で
す
。

下
水
道
使
用
料
は
各
市
町
村
＿
律
の

料
金
体
系
な
の
か
？
ま
た
、
自
家
水
（
井

戸
）
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
下
水
道
使

用
料
金
の
計
算
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ

、
。
'
>
 
下
水
道
使
用
料
金
は
先
進
地
の
水
戸

市
や
日
立
市
等
を
参
考
に
し
て
町
独
自

で
決
め
て
い
ま
す
。
下
水
道
使
用
料
金

は
水
道
の
使
用
料
が

10
ト
ン
で
ー
2
0

0
円
、
ー
ト
ン
増
す
こ
と
に
ー
3
0
円。

20
ト
ン
以
上
は
ー
4
0
円
I
l
7
0
円

に
な
り
ま
す
。
他
の
市
町
村
も

10
ト
ン

で
ー、

2
0
0
円
か
ら
ー
、
5
0
0
円

公
共
下
水
道
へ
の

早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

（
次
号
に
続
く
）

と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、
井
戸
水
を

使
う
場
合
は

l
人
当
た
り

6
ト
ン
で
計

算
し
、
井
戸
水
と
水
道
を
併
用
し
て
使

用
し
て
い
る
場
合
は
ど
ち
ら
か
多
い
方

で
計
算
し
ま
す
。
標
準
的
な

一
般
家
庭

で
は
、
ー
ヶ
月
に
約

20
ト
ン
か
ら

30
ト

ン
の
水
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
約
2
、

5
0
0
円
か
ら

3
、
9
0
0
円
の
使
用

料
金
に
な
り
ま
す。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
宅
地
面
積

な
ど
が
関
係
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
金
額
等
を
教
え
て
下
さ
い
。

受
益
者
負
担
金
は
宅
地
面
積
l
,m
当

り
5
5
0
円、

1
坪
に
す
る
と
ー
、
8

ー
5
円
で
す
。
分
割
納
付
や
前
納
奨
励

金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
こ
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
に
は
補
助
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
1
年
以
内
の
エ

事
に
対
し
て
は
ー

5
、
0
0
0
円、

2

年
以
内
に
は

l
o
‘
0
0
0
円、

3
年

以
内
に
は

5
、
0
0
0
円
で
す
。
供
用

開
始
さ
れ
て
い
る
区
域
の
み
な
さ
ん
は
、

公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
し
た
い
が
、
他
人
（
地

主
が
県
外
の
人
・
住
所
不
明
）
の
土
地
を

借
り
な
い
と
接
続
で
き
な
い
の
で
苦
慮

し
て
い
ま
す
。

地
主
の
調
査
な
ど
相
談
に
応
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

◄

公
共
下
水
道
本
箸
工
事
大
洗
南
中

下
水
道
未
来
の
た
め
の
第
＿
歩

小
林
真
輝
子

'97.12.5 広報おおあらい (4) 



共育読本

きらさら

出発は家庭から

。

●
日
常
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
、
「
で
き
な
い
よ
う
ー
」

「
め
ん
ど
う
だ
な
あ
ー
」
な
ん

て
こ
と
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

ん
な
時
、
「
ど
う
し
て
で
き
な

い
の
I
」
「
早
く
し
な
さ
い
ー
」

な
ん
て
言
わ
れ
た
ら
益
々

ゃ
る
気
も
自
信
も
な
く
し
ち

ゃ
う
。
「
前
よ
り
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
」
「
が
ん
ば
っ
て
る
ね
」

「
少
し
す
つ
で
い
い
ん
だ
よ
」

そ
ん
な
励
ま
し
に
よ
っ
て
、

「
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
い

う
気
持
ち
が
育
っ
て
い
く
の

で
は
。
子
ど
も
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
て
、
心
の
支
え
に

な
れ
れ
ば
い
い
な
あ
。

（
祝
町
幼
稚
園
の
先
生
）

Vol. 9 

親として子へのかかわり方しだいで一

過保護・過干渉・過期待にならない

いいなあ

育
て
て
い
ま
す
か
？

f
ど
も
の

"
t
忙． 
日
発
忙
＇
・

いま、小・中学生は

●半数近くの子が朝起こしてもらっている
■子供の自立 （朝一人で起きられますか？）

つぶやき

小学生
4.5.6年生

中学生
l.2年

5871 

4401 

5481 
-

5391 

。
10 20 30 

（平成8年
（平成6年
（平成4年

いつも起きられる
だいたい起きられる）割合

D 大洗町
D 全国

40 50 60 (%) 

大洗ll!J I」I・中学生アンケート）
NHK世詰調歪「小学生の生活と文化」）
NHK世詰調査「中学生 ・高校生の生活と意諒」）

●
今
考
え
て
み
る
と
、
「
早
く
起
き
な
さ

い
」
か
ら
始
ま
っ
て
「
早
く
し
な
さ
い
」

「
き
ち
ん
と
し
な
さ
い
」
を
連
発
し
て
い

た
。

（母）

●
長
男
に
は
手
出
し
口
出
し
が
多
過
ぎ

た
。
依
頼
心
が
強
く
、
自
分
で
考
え
よ
う

●
良
い
子
に
育
て
よ
う
と
思
う
ほ
ど
、
あ

せ
っ
て
怒
っ
て
し
ま
う
。
（
母
）

●
親
が
子
ど
も
を
励
ま
す
つ
も
り
で
も
、

あ
ま
り

一
生
懸
命
に
な
り
過
ぎ
て
「
ガ
ン

バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
」
を
連
発
す
る
と
、
子

ど
も
に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
た
り
、
自
信

を
失
っ
て
不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。

（中
学
校
の
先
生
）

と
し
な
い
で
、
大
人
の
指
示
を
待
っ
子
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（父）

(5) 広報おおあらい '97.12.5 



大洗町立第一中学校

傭立50周年記念式典が開催されました ス
匂
クッピ―

●

ト．．
．
 1

1
月
15
日
（
土
）
に
、

大
洗
町
立
第
一

中

学
校
創
立

50
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
先
生
、
生
徒
｀
父
兄
な
ど

約
7
0
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
佐
藤
幸
明
実
行
委
員
長
、

柳
瀬
幸
男
学
校
長
の
挨
拶
。
そ
し
て
来

賓
の
小
谷
町
長
、
小
松
崎
町
議
会
議
長
、

田
山
県
議
会
議
員
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
後
、
生
徒
会
に
よ
る
「
50
年
の
歩
み
」

の
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
。
次
々
と
映
し
出

さ
れ
る
懐
か
し
い
場
面
に
見
い
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

第
13
回
卒
業
生
で
現
在
、
町
の
音
楽
協

会
会
長
と
し
て
こ
活
躍
中
の
加
藤
富
士

子
さ
ん
か
ら
こ
自
分
の
通
っ
て
い
た
頃

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
含
め
た
お
話
が

あ
り
、

最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
斉

唱
を
し
て
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
、
生
徒
会
に
よ

る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
各
ク

ラ
ス
で
練
習
し
て
き
た
歌
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

◄

生
徒
会
に
よ
る
全
ク
ラ
ス

対
抗
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル

述 ► ・1 ••—— a ---— ・一ここ←コ云舌

｀洗町立第一中学校創立50周年

i戸：二部合唱コノクール

-... --. 
・ー 、.' 

◎
R
◎
R
〇

照
22年
4
月
30日

磯
洪
町
立
隈
洪
中
学
校
生

賃
5
8
1
名
且
孟
で

発
足
面
宕
一
記
念
日
）

1

1

5
月
隈
洪
中
学
校
開
校
式
校
章
・

バ
ッ
ジ
制
定

1124
年
4
月
校
友
会
発
足
（
後
に
生
徒
会
と

略
称
）

I

I

7

月

P
T
A発
疋
（
こ
れ
ま
で
は
3

校
湮
苔
体
）

1128
年
12月
新

校

舎

2
階

建

教

器

澄

壁

ヰ

1129
年
11月
大

洗

町

誕
生
校
名
「
大
洗
町

立
第
＿
中
学
校
」
と
改
名

1131
年
3
月

第

＿
回
体
育
祭
実
施

I

I

5

月

創

立

10
周
年
記
令
等
蕪
ハ
挙
行

校
旗
．
校
歌
制
定

II36
年
7
月

新

校

舎

竣

工

式

II
改
年
4
月

体

音

館

竣

工

式

1144
年
3
月
武
道
館
竣
工
式
（
正
気
館
と
命

名）

1146
年
3
月

給

食

室

工

事

完

成

11
47
年
3
月

校

歌

碑

除

幕

式

1155
年
5
月

格

技

場

竣

工

11
57年
9
月

運

慧

室

畠

履

11
62
年
12月

校
訓
制
定
ま
く
学
び
、
心
豊

か
に
、
た
く
ま
し
<
]

閾

元

年
10
月

頭

髪．

学
帽
の
規
則
を
変
更
し

て
自
由
と
す
る
。

11
2
年
11月

第

一
回
望
洋
祭
（
音
楽
発
表
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル）

I
I
4
年
8
月

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
完
成

11
6
年
2
月

第

2
学
年
立
志
式
を
学
校
独
自

で
実
施
（
職
場
体
験
学
習
実
施
）

11
7
年
4
月

新

体

育

館

落
成
式

II
9
年

11月
15日
創

斗

50周
荏
製
マ
封
典

'97.12.5 広報おおあらい (6) 



► も うすぐ今年も終わりです。北風の吹く季節に、景気の

悪い話はふさわしくないと思いますが、経済環境は全体に

大きく歪みが生じその立ち直りが出来す、景気回復には一

層深刻な状況にあって、私たちの生活のあちこちに窮屁さ

を感じさせる1年でした。来年こそは、明るさを取り戻す元

年にしたいものです。我が町も人口が減少してきています

ので、町の活力を創出しなければなりません。人口を増や

す為には、色々な条件整備が必要です。つまり住宅環境整

備や産業振興に伴う就労の場、教育、福祉、文化、生活環

境等です。21世紀に向けて、これらの条件を充実するため、

より一際の努力をしてまいります。幸いにして、動燃 ・日

揮の職員の増員計画がありますので、この受け皿として県

住宅供給公社の住宅整備促進に力を注いでまいります。

► 音楽を聴き民謡を唄い舞踊を舞い詩を作り写真で自然の

美を追及し、一管の筆で先人の跡を表現する等それらは必

すしも物質的な面でなく、心に感動を与えて豊かな心を育

んでくれるのではないでしょうか。一服のお茶にも心の豊

かさはつくられるものと思います。こうした心の豊かさ表

現が、芸術文化祭の発表展示の部門で、今年も多くの方々

が参加され、感性の高まりと同時に、文化創造の精神を強く感じさせていた

だきました。是非、この輪を大きく広げていただきたいと思います。

► 今年も町内 12個所で町政懇談会を開催させていただきました。 上水道事

業は県中央広域水道の用水を日塁4千トン受水することにより、水道事業会

計の収支バランスが崩れ、料金の改定をせざるを得ない状況ですが、経四を

切り詰め、栢立金を充実するなどの工夫を凝らし、皆さんの負担増を出来る

だけ抑えるよう努めたいとのご説明をし、ご理解を願ったのです。また、教

育問題や行政改革等まちづくりについても、たくさんの口重なこ意見ご要望

をいただきましたので、明るい豊かなまちづくり実現のため、今後の町政運

営に生かしていきたいと思います。この町政懇談会も多くの町民の皆さんに、

ご出席いただき成果が上げられましたことを心から感謝を申し上げます。

► 今年 1 年間のこ·支援、ご協力に感謝するとともに、町民の皆様が新しい年

をお元気で迎えられることを心からお祈りいたします。

00 

大
洗
町
長

師
走
に
町
を
想
う

小
谷
隆
｀
一
元

町
社
会
福
祉
協
議
会
祝
町
支
部
（
有
田

己
義
支
部
長
）
で
は
、
家
庭
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
お
年
寄
り
に
、
太
陽
の
下
で

楽
し
み
な
が
ら
農
作
業
を
し
、

収
穫
の

喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今
年

か
ら
「

一
人

一
坪
農
作
業
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

農
作
業
に
は
、
地
域
の
お
年
寄
り

10

名
が
参
加
し
、
春
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

差
し
か
ら
夏
の
草
取
り
を
行
い
、
待
ち

に
待
っ
た
秋
の
収
穫
祭
を
迎
ス
ま
し
た
。

春
に
は
見
知
ら
ぬ
同
志
の
た
め
か
、

な
か
な
か
会
話
も
進
ま
な
か

っ
た
方
々

が、

秋
の
収
穫
時
期
に
は
、
す

っ
か
り
意

気
投
合
し
友
情
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

祝
町
支
部
で
は
、
「
た
く
さ
ん
の
お
年

寄
り
が、

農
作
業
を
通
じ
て
健
康
で
楽

し
く
、
ま
た
、
収
穫
の
喜
び
を
共
に
分

か
ち
合
っ
て
ほ
し
い
。
来
年
も
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〇

員
麟
賢
認
誓
ま
っ
た （ 

人
権
擁
護
委
員
に
清
宮

~
 

き
よ
し澄
さ
ん

大
洗
く
ら
し
の
会
（
石
井
き
み
会

長
）
で
は
、
長
年
に
亘
り
社
会
福
祉
の

増
進
と
環
境
美
化
の
推
進
に
寄
与
し

た
功
績
に
よ
り
茨
城
県
知
事
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

く
ら
し
の
会
は
、
昭
和
50
年
に
設

立
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
現

在
の
会
員
は

1
1
5
名
。
主
な
活
動

は
、
消
費
者
生
活
の
見
直
し
の
た
め

の
学
習
や
生
産
者
及
び
販
売
業
者
と

の
意
見
交
換
、
消
費
生
活
の
向
上
に

係
る
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
以
外
で
も

大
洗
海
岸
病
院
や
ひ
ぬ
ま
苑
、
鹿
島

松
寿
園
な
ど
の
福
祉
施
設
に
手
作
り

の
座
布
団
や
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
た

り
、
大
洗
駅
構
内
の
清
掃
奉
仕
活
動

な
ど
を
長
年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
米
川
昭
男
さ
ん

（
成
田
町
ー
5
0
2
番
地

70
歳
）
の

辞
任
に
伴
い
、

11
月
1
日
付
け
で
清

宮
澄
さ
ん
〈
成
田
町
ー
0
5
番
地

62
歳

6
(
2
6
7
)
3
8
9
2
〉
が、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

清
宮
委
員
の
今
後
の
活
躍
を
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。

次
回
の
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
は

日
時

平
成
10
年
ー
月
22
日（
木）

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時

会
場

役
場
3
階
会
議
室

人
権
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
相
談
下
さ
い
。
相
談
は

無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

•--/] 
こ
れ
か
ら
も
、
消
費
者
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

益
々
ご
活
躍
下
さ
い
。

茫 ＇ミ コ rz.._,:
" " ;.'．、ヽ・七
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大
洗
く
ら
し
の
会

茨
城
県
知
事
表
彰
を
受
賞

、し

(7) 広報おおあらい '97.72.5 



乗
車
し
て
気
付
き
し
膝
の
ゐ
の
こ
づ
ち

髭

釜

川

上

弘

（
評
）
秋
の
野
遊
び
の
帰
途
、
車
の
座
席

に
腰
を
据
え
た
と
き
、
折
り
曲
げ
た
ズ

ボ
ン
の
膝
の
あ
た
り
に
く
つ
つ
い
た
ゐ

の
こ
っ
ち
を
見
付
け
た
の
で
あ
る
。
八

テ
何
処
で
つ
い
た
か
と
思
い
巡
ら
す
う

ち
、
こ
の
小
さ
な
一
粒
の
草
の
実
か
ら

今
日
一
日
の
秋
景
色
が
、
走
馬
燈
を
見

る
よ
う
に
脳
裡
に
蘇
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
饒
ひ
つ
く
児
の
手
の
ぬ
く
き
十
三
夜

桜

道

真

田

静

子

（
評
）
陰
暦
九
月
十
三
夜
、
後
の
月
見
で

あ
る
。
十
五
夜
か
ら
ほ
ぽ
一
ヶ
月
経
っ

た
夜
気
が
、
冷
ん
や
り
と
頬
を
撫
で
る
。

ま
つ
は
り
つ
く
孫
達
と
庭
に
立
ち
、
月

を
見
上
げ
な
が
ら
握
り
合
っ
た
児
の
掌

の
あ
た
＞
か
さ
に
驚
き
、
迫
り
く
る
秋

冷
の
早
さ
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
り雁
仰
ぐ
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
倍
り
か
、
り

髭

釜

川

崎

京

子

（
評
）
日
課
の
海
岸
散
歩
の
途
次
、
日
本

の
越
冬
地
を
目
指
し
て
渡
っ
て
く
る
雁

の
群
れ
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
以
前

筆
者
も
目
撃
し
た
こ
と
だ
が
、
海
辺
の

．． ． ． 

空
一
面
に
、
へ
の
字
形
を
幾
重
に
も
連

ね
て
、
渚
の
日
差
し
も
謡
る
程
の
大
群

で
あ
っ
た
。
そ
の
雁
行
の
壮
大
さ
に
感

動
し
た
作
者
は
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
身

を
寄
せ
て
＿
歩
も
動
け
な
か
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

は

っ

び

眉
引
い
て
女
菊
師
の
法
被
か
な

新

町

小

松

崎

十

吉

（
評
）
菊
人
形
の
眉
せ
替
え
中
で
あ
る
。

萎
れ
か
け
た
衣
装
菊
を
ひ
き
は
が
し
、

先
す
襟
元
か
ら
新
し
い
菊
を
着
せ
て
ゆ

く
の
だ
が
、
人
形
の
白
首
に
描
い
た
眉

に
も
似
て
、
き
り
り
と
し
た
引
眉
の
女

菊
師
が
身
に
付
け
て
い
る
の
は
、
匂
う

ょ
う
な
紺
の
印
半
纏
な
の
で
あ
る
。

穂
茫
に
真
白
き
風
の
あ
る
峠

髭

釜

稲

田

富

穂

（
評
）
峠
路
で
目
に
つ
く
の
は
銀
白
に
靡

む
ら

＜
穂
芭
の
叢
ま
た
叢
で
あ
る

。
降
り

そ
＞
ぐ
秋
の
日
差
し
に
輝
き
、
そ
の
上

を
吹
き
渡
る
山
風
が
真
っ
白
に
染
ま
っ

て
見
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

つ
ま夫
の
足
気
遣
ひ
な
が
ら
紅
葉
山

金

沢

猿

田

俊

子

（評）

燃
え
る
よ
う
な
木
々
の
紅
葉
、
時

に
は
風
に
乗
っ
て
一
枚
二
枚
と
散
り

●
後
森
亀
泉
進

み
ん
な
の
ひ
ろ

も
ず
た

か
ね

潮
騒
の
眼
下
に
あ
り
て
賜
高
音

新

町

加

藤

亡
き
母
を
思
ひ
出
さ
せ
る
菊
腟

蔵

前

田

山

風
に
ま
た
忘
れ
風
鈴
鳴
り
響
く

髭

釜

清

水

拡

一
朗

爽
や
か
に
風
生
ま
れ
ゐ
し
神
の
庭

新

町

岸

和

田

和

子

大
塔
婆
触
れ
て
願
ひ
を
十
夜
寺

明
神
町
小
松
崎
美
代

い
つ
も
よ
り
波
荒
々
し
秋
の
浜

東

光

台

田

中

勝

枝

色
草
に
ま
だ
今
朝
の
雨
残
り
を
り

束

光

台

大

川

た

か

光
る
海
そ
こ
に
ベ
ン
チ
の
小
春
か
な

祝

町

今

川

晟

秋
の
波
高
し
人
影
絶
え
し
ま
A

祝

町

今

川

う

め

脚
揃
へ
雀
踊
り
ぬ
曼
珠
沙
華

桜

道

上

野

君

枝

か

か

ざ

蕎
麦
の
花
娘
座
を
ゆ
つ
る
嫁
来
た
り

永

町

浅

見

三

千

代
佳
風
宗

か
＞
る
の
を
賞
で
な
が
ら
山
路
を
辿
る

老
夫
婦
。
日
頃
足
弱
の
夫
に
、
こ
の
山

坂
は
少
々
難
儀
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
、
そ
の
足
運
び
を
気
遣
い
な
が
ら
縦

き
添
う
妻
で
あ
る
。
こ
の
句
、
紅
葉
山

で
生
き
た
。

F 

I 

ひじり保育園 うちだ さゆりちゃん (5歳）
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サ
ン
タ
さ
ん
ヽ

「トンボ」200mm F4 1 /125 
寓橋和農

「評」トンボの枯れ草に停まった瞬間を、そっと

きづかれないように近づいて良く撮影したと思

います。この「そっと」の部分が作者の自然に

対する思いやりを想像させてくれる作品です。

F 8 1/60 

山崎正

・「評」ハヤチネウスユキソウという種類の花だそ

うです。可憐な花を、その印象通りに捕らえて

います。バックをうまく整理できたことが良い

作品に仕上がった一番の理由だと思います。

「ハヤチネウスユキソウ」 90mm

フ
ォ
に
b
P
H
O
T
O

[講
評
]
萩

谷

茂

シ
ク
ラ
メ
ン

木
枯
し
が
吹
き
始
め
、
戸
外
に
は

一
部
を
除
い
て
は
殆
ど
花
は
見
ら
れ

な
く
な
り
、
花
屋
さ
ん
の
店
先
で
も

温
室
の
花
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

家
庭
で
も
庭
や
花
壇
の
花
か
ら
、
室

内
で
鉢
花
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
時

期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は

ク
リ
ス
マ
ス
と
正
月
を
迎
え
る
時
期

で
花
を
多
く
消
費
す
る
月
で
も
あ
り

ま
す
。
0
ク
リ
ス
マ
ス
用
に
は
、
も
み
の
木
、

ド
イ
ッ
ト
ウ
ヒ
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
、
デ
ン
マ
ー
ク

カ
ク
タ
ス
な
ど

0
正
月
用
に
は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
シ

ン
ビ
ジ
ウ
ム
、

コ
チ
ョ
ウ
ラ

ン、

松

・
竹
・
梅
な
ど

季
節
の花
だ
よ
り

最
近
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
で

あ
り
花
の
愛
好
者
が
増
え
、
特
に
花

壇
苗
や
鉢
植
ス
の
花
が
多
く
消
費
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
単
品
で
買

い
求
め
た
花
や
、
．種
を
ま
い
て
咲
い

た
花
を
自
分
流
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
寄
せ

植
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鉢
花
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
は

①
水
を
多
く
や
り
す
ぎ
な
い
（
根
が

冷
え
て
腐
っ
て
し
ま
う
）

②
室
内
で
温
風
や
高
温
に
当
て
す
ぎ

な
い
（
寿
命
が
短
く
な
る
）

③
太
陽
光
線
に
当
て
る
よ
う
に
す
る

（
温
度
だ
け
の
管
理
で
は
不
充
分
。

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
除
い
た
ほ
と
ん
ど

の
種
類
は
、
窓
越
し
（
ガ
ラ
ス
越
し
）

の
太
陽
光
線
を
日
に
二
、
三
時
間
以

上
当
て
る
）

切
り
花
を
長
持
ち
さ
せ
る
に
は

①
水
を
腐
ら
せ
な
い

②
直
射
日
光
に
は
当
て
な
い

③
室
内
の
涼
し
く
、
風
の
当
ら
な
い

場
所
に
置
い
て
鑑
賞
す
る

花
言
葉
シ
ク
ラ
メ
ン
「
内
気
、
は
に
か
み
」

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム

「飾
9
な
い
心
、素
朴
」

ポ
イ
ン
セ
チ
ア

「私
の
心
は

燃
え
て
い
る
」

（
大
貫
寛
昭
記
）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー

(9) 広報おおあらい '97.12.5 
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▲スタートの瞬間、名残り惜しいですね

（
 

つ““―̀―

▲マチャアキはやっばりみんなのアイドルでした

六洗（こ世界の名車ガ六鱗台！
マチャアキ宅来だ！！

10月19日から23日の5日間、ラフェスタミッレミリア

'97（世界クラシックカーレース）が開催されました。これは原宿

をスタートして、裏磐梯、日光そして大洗を経由して、箱根ま

での1,600kmを走破する日程で行われ、大洗へは第3日目に到

着し、そのまま宿泊。翌第4日目町内を走行した後、大洗港イベ

ントバースヘ集結して一斉にスター トしました。

イベントバースには、 1927年から1957年にかけて製造さ

れたクラシックカーを中心に、往年の名車54台が揃うとあって

たくさんの方が詰めかけました。またこのレースにはタレント

の堺正章さんや夏樹陽子さん、岡本かおりさんも参加され、名

車と一緒に気軽に記念撮影に応じている姿が見られました。

連目、たくさんの方に出迎えられ、見送られたスポーツカー

は颯爽と大洗の海を後にし、ゴールの箱根へと次々に出発して

いきました。

ー

第
1
2
回
大
洗
町
近
郊
少
年
柔
道
大
会

と
き

1
月
9
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

主
催
／
大
洗
町
柔
道
連
盟

参
加
者
数
／
3
0
0名

〇
幼
年
の
部

優
勝
大
木
大
輔
（
勝
武
館
）

準
優
勝
久
保
田
浩

一
（
内
原
柔
ス
ポ
）

0
小
学
ー
年
生
の
部

優
勝
住
谷
秀
黄
（
講
友
館
）

準
擾
勝
鴨
志
田
直
紀
（
講
友
館
）

0
小
学
2
年
生
の
部

優

勝

関

根

大

（

勝

武

館

）

準
優
勝
佐
久
間
友
恵
（
勝
武
館
）

0
小
学
3
年
生
の
部

優
勝
高
橋
佑
樹
（
勝
武
館
）

準
優
勝
小
室
圭
也
（
講
友
館
）

0
小
学
4
年
生
の
部

優
勝
小
室
直
人
（
内
原
柔
ス
ポ
）

準
優
勝
高
橋
秀
治
（
勝
武
館
）

0
小
学
5
年
生
の
部

優
勝
関
根
祐
輝
（
大
洗
柔
ク
）

準
優
勝
関
根
涼
平
（
勝
武
館
）

0
小
学
6
年
生
の
部

優
勝
浜
松
智
弘
（
昭
道
館
）

準
優
勝
松
本
克
輝
（
講
友
館
）

0
中
学
ー
年
生
女
子
の
部

優
勝
小
川
あ
す
さ
（
大
洗

一
中）

準
擾
勝
松
本
か
お
り
（
大
洗
南
中
）

0
中
学
2
年
生
女
子
の
部

優
勝
岩
崎
莉
沙
（
大
洗
南
中
）

準
優
勝
関
深
雪
（
大
洗
一
中
）

0
中
学
3
年
生
女
子
の
部

僭
勝
小
沼
綾
香
（
大
洗
一
中
）

準
優
勝
菊
本
利
恵
（
昭
道
館
）

0
中
学
ー
年
生
男
子
の
部

優
勝
山
本
天
治
生
（
大
洗
一
中
）

準
擾
勝
小
野
瀬
直
也
（
大
洗
一
中
）

0
中
学
2
年
生
男
子
の
部

俣
勝
庄
司
慎
吾
（
昭
道
館
）

準
優
勝
小
沼
卓
也
（
昭
道
館
）

0
中
学
3
年
生
男
子
の
部

優

勝

根

本

準
優
勝
柴
田

0
中
学
団
体
の
部

優

勝

昭

道

館

準
優
勝
大
洗
一
中

第
1
5
回
大
洗
町
民
卓
球
大
会

と
き
／
11月
9
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
第
一
中
学
校
体
育
館

主
催
／
大
洗
町
体
育
協
会

参
加
者
数

1
0
0
名

0
初
心
者
の
部

優

勝

石

川

勉

準

優

勝

尾

張

裕

一

0
中
学
男
子
の
部

優
勝
川
上
健
一
郎
（
大
洗
南
中
）

準
優
勝
五
十
畑
昌
範
（
大
洗
一
中
）

0
中
学
女
子
の
部

優
勝
小
野
美
歌
（
大
洗
南
中
）

準
優
勝
石
崎
愛
（
大
洗
南
中
）

0
高
校

・
一
般
男
子
の
部

優

勝

大

原

清

海

準
優
勝
小
松
崎
龍
二

0
高
校

・
一
般
女
子
の
部

優

勝

永

浜

聖

子

準

優

勝

高

柳

裕

美

家
庭
婦
人
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

と
き
／
10
月
2
6
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

主
催
／
大
洗
町
体
育
協
会

参
加
者
数
／
7
0
名
(

6

チ
ー
ム）

優

勝

／
オ
リ
ー
ブ
ク
ラ
ブ

準
優
勝
大
洗
ク
ラ
ブ

第
3
位
／
い
わ
ふ
ね
ク
ラ
ブ

第
3
回
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

と
き
／
11月
12
日
（
水
）

と
こ
ろ
／
町
老
人
憩
い
の
家

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
コ
ー
ト

主
催
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

参
加
者
数

8
7
名
(
2
9
チ
ー
ム
）

優

勝

／
旭
会
チ
ー
ム

準
優
勝
／
神
山
寿
会
チ
ー
ム

第
3
位
／
明
寿
会
チ
ー
ム

康
司
（
昭
道
館
）

雅
和
（
昭
道
館
）

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

各
絨
技
の
結
果
（
慇
篇
＿

'97.72.5 広報おおあらい (l 0) 



（第22日大洗町繭項翠祭］

’―-へ‘
.....自分でやるからまかせて

「文化の日」のll月3日を中心に第23回大洗町芸術
文化祭が大洗文化センターで開催されました。

展示の部では、書道をはじめ芸術•写真短歌詩•俳句

いけばな趣味のコーナー 小中学生の作品など893点の

力作がll月1日から3日までの3日間展示され、更に、

発表の部は、俳句会短歌会吟詠剣詩舞•音楽の日本舞

踊茶会民謡が10月12日からll月3日まで大ホール等

の会場で発表されました。

郵便コーナーでは絵手紙の展示も行われ、食生活改善

コーナーでは、健康食品試食などのPRに努めていました。

今回の数々の発表や作品は、訪れた町民の皆さんの心

に感動を与えたことでしょう。また、山村暮鳥が縁で結

ばれた「文化友好の町」群馬町の皆さんの作品も展示さ

れ、文化友好のきすなを深めていました。 ....見事な作品がいつばいでした

START. 

子どもたちの歓声はまちの活力
l l月3日 「文化の日」、茨城くみあい流通（株）敷地内で、第22回

大洗町商工産業祭が、盛大に開催されました。

会場では、約40の団体や企業が、趣向を凝らした展示コーナーやチ

ャリテイバザー、各種模擬店を出店。毎年恒例の「あんこう鍋」や、

米餅レタスの無料配布も行われました。また、今回から新しい目玉

として行われた、模擬上棟式（餅まき）や製作に2週間かかったという

「イライラモンスター」には常にたくさんの人だかりができていました。

ステージ広場では、町民吹奏楽団や小学生、保育園児による演奏や

大ビンゴ大会、「リュウレンジャー」や「レッドレーサー」のキャラク

ターショーが行われ、祭気分を盛上げていました。

また前日には、町内の6つの商店街をめぐるウオーキングラリーが

行われ、スタンプを集めた方たちが当日会場で現金のつかみ取りを楽

しんでいました。

会場は、大勢の家族連れで終日賑わい文化の日の休日を満喫してい

ました。

芸術に心満される秋

▲裸足でウオーキング

sTAR 

｀ 
風
さ
ん
に
も
ま
け
な
い
ぞ

“
に
も
ま
プ
な
い
ぞ

さあ砂浜や狭風に
チャレ~~!!

10月26日、大洗サンビ＿チ特設会場で、第1回ハロ

ウィンド（波浪風）ビーチチャレンジin大洗（町大洗の

まつり実行委員会町健康づくり推進協議会主催、所管

日本レジャースポーツ振興協会）が、開催されました。

これは、砂浜での1時間（小学生以下は30分）を自転

車や自分の足で思い切り歩き、走ろうと今年から始ま

ったもので、砂浜に設けられたl周lkmコースを裸足で

駆け切る「ランニング」、 60分を歩き続ける「ウオー

キング」、ビーチサイドに設けられたアップダウンなど

のある全長1.5kmのコースを自転車で競う「バイシク

ル」、自転車とランニングの複合競技「デュアスロン」

などが行われました。

この他にも、素足美人コンテストやビーチフラッグ

ス、大洗荒磯太鼓の演奏、海鮮汁のサービスなど盛沢

山で参加した方は、「思ったよりハード。トレーニング

して次回もぜひ参加したい。」 と話していました。

(l l) 広報おおあらい '97.72.5 



日
時
／
予
選
会

2
月
7
日
（
土
）

2
月
8
日
（
日
）

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

決
戦
会

2
月
1
日
（
水
）

茨
城
嗅
民
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
／
1
月
9
日
（
金
）

参
加
資
格
／
自
由
参
加
(

1

8

歳
以
上
）

出
場
人
員
／
3
5
0
名

参
加
料
／
2
、
5
0
0
円
（
昼
食
は

各
自
用
意
）

第
19
回
磯
節
全
国
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

＜
 

愛
の
献
血
に
こ
協
力
を
！

入
場
券
の
求
め
方
／

決
戦
会
場
で
の
当
日
入
場
券
(

2

、
5

0
0
円
）
及
び
前
売
券

(
2
、
0
0
0
円）

は
、
各
民
謡
団
体
又
は
事
務
局
（
商
工
観

光
課
・
大
洗
町
観
光
協
会
）
ま
で
。

申
込
み
・
問
合
せ
／

商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
1
)

病
気
や
交
通
事
故
等
の
手
術
用
血
液

が
年
間
を
通
じ
て
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

国民金融公扉からのお知らせ

「国のローン」のこ案内
高校、短大、大学などの入学や在学の安用にこ利

用いただけます。

また、海外留学をされる場合に必要な資金につい

てもお取り扱いできるようになりました。

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈全
血
献
血
〉

日
時
／
1
月
19
日
（
月
）

9
時
30
分
1
1
2
時
30
分

13
時
30
分

1
1
5時
30
分

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

種
類
／
2
0
0

叫
•
4
0
0

叫
献
血

献
血
の
で
き
る
人
／

16
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人

献
血
さ
れ
た
方
に
は

＊
粗
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

＊
全
員
に
健
康
管
理
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
く
た
め
血
液
検
査
サ
ー
ビ
ス
を
お

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生
化
学
検
査
(

7

項
目
）
さ
ら
に

4
0
0
叫
献
血
者
に
は
血

球
計
数
検
査
(

8

項
目
）
を
行
い
結
果
通
知

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
保
健
課
（
内
線
ー
2
3
)

主
催
／
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ご融資金額 学生生徒お一人につき150万円以内

こ返送期問 8年以内

据11!1期閻 在学期閻内（こ返済期間に含まれます）

利率 年た2だ.5し%、平成9年11月10日現在

返済方法 毎（ポ月ー元ナ利ス均月等の返増済額返済もできます）

保 証 曲）教育資金融資保証基金または保証人(1名以上）

『恩給共済年金担保貸付』のご案内

住宅資金、レジャー責金や事業資金にもこ利用いた

だけます。

こ融頁制限の概要はつぎのとうりです。

ご融貸金額

利 率

250万円以内

年2.2%
ただし、平成9年11月10日現在

保 証 保証人 (l名以上）

~
 

年
末
／

燃
え
る
こ
み

1
2
月
2
9
日
（
月
）

指
定
曜
日
収
集
（
平
常
業
務
）

1
2
月
3
0
日
（
火
）

指
定
曜
日
収
集
（
平
常
業
務
）

焼
却
場
へ
の
こ
み
持
込
み
（
搬
入
）

1
2
月
3
0
日
（
火
）
午
後
3
時
ま
で

年
始
／
1
月
5
日
（
月
）
よ
り
平
常
業
務

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
清
掃
管
理

係
（
内
線
2
4
5
)

ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て

年
末
／
1
2
月
2
6
日
（
金
）
ま
で

平
常
業
務

年
始
／
1
月
5
日
（
月
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
総
務
課
（
内
線
2
3
l
)

に
つ
い
て

運
転
免
許
事
務
等
の
取
り

扱
い 年

末
／
12月
31
日
（
水
）ま
で

年
始
／
1
月
5
日
（
月
）
よ
り

※
火
葬
許
可
申
請
に
つ
い
て
必
す

前
日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
斎
場
施
設

管
理
係

6

(2
6
7
)
0
4
0
9

年
末
／
1
2
月
2
6
日
（
金
）
ま
で

年
始
／
1
月
5
日
（
月
）
よ
り

※
1
2
月
2
8
日
（
日
）
、

1
月
4
日

（
日
）
は
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で

は
日
曜
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

※
休
日
中
に
有
効
期
間
が
満
了
す

る
方
は
、
法
律
に
よ
り
1
月
5
日

が
有
効
期
間
満
了
日
と
な
り
ま

す。問
合
せ
／
生
活
環
境
課
交
通
防
災

係
（
内
線
2
4
2
)

役
場
一
般
事
務
の
業
務
に
斎
場
及
び
火
葬
の
業
務
に

つ

い

て

つ

い

て

年
末
年
始
の

各
種
業
務

B
程

'97.12.5 広報おおあらい (l 2) 



茨城隈内の最低賃金

茨城嗅最低賃金1日4,953円

1時闊621円

（発効年月日9l O l) 

産業別最低賃金 l 日 1時間 競年月日

鉄鋼業 5,705円 714円 91221 

一般租械器具製造菓 5,654円 707円 912 22 

電気餞械器具製造業 5,635円 704円 91222 

精恩楓械器貝製造簗 5,635円 704円 912 22 

各種商品小売業 5,474円 685円 91220 

年

金

受

給

の

皆

さ

ま

へ

国

民

年

金

受

給

者

の

方

に

は

、

社

会

保

険

業

務

セ

ン

タ

ー

よ

り

次

の

年

間

ス

ケ
ジ
ュ
—
ル
に
沿
っ
て
給
付
や
諸
手
続

き

が

進

め

ら

れ

ま

す

の

で

参

考

に

し

て

く

だ

さ

い

。

◆

2
月

、

4
月

、

6
月

、

8
月

、

10月
、

12月
の

各

偶

数

月

の

15日
に

、

前

2
ヵ

月

分

の

年

金

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

◆

年

金

を

受

け

始

め

て

2
年

目

の

誕

生

日

か

ら

、

毎

年

現

況

届

の

提

出

が

必

要

に

な

り

ま

す

。

◆

毎

年

1
月

の

下

旬

か

ら

2
月

の

上

旬

に

か

け

て

、

老

齢

年

金

の

受

給

者

に

は

源

泉

徴

収

票

が

送

ら

れ

て

き

ま

す

。

◆

毎

年

1
月

の

下

旬

か

ら

12月
の

上

旬

に

か

け

て

、

①

65歳
未

満

で

1
0
8万

円

以

上

の

老

齢

年

金

を

受

給

し

て

い

る

方

②

65歳
以

上

で

ー

7
8万
円

以

上

の

老

齢

年

金

を

受

給

し

て

い

る

方

に

は

、

扶

養

控

除

申

告

書

が

送

付

さ

れ

ま

す

。

平

成

9
年

1
月

以

降

新

・

増

築

さ

れ

た

家

屋

（

物

置

等

含

む

）

に

つ

い

て

調

査

を

新

・

熾

築

｛

函

匡

の

調

査

に

つ

い

て

納
税
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

家

屋

滅

失

届

に

つ

い

て

行

っ

て

い

ま

す

。

調

査

に

は

、

税

務

課

職

員

が

お

伺

い

い

た

し

ま

す

の

で

ご

協

力

下

さ

い

。

な

お

、

調

査

日

の

指

定

を

希

望

さ

れ

る

方

は

、

税

務

課

へ

ご

連

絡

下

さ

い

。

調

査

期

間

／

12月
下

旬

ま

で

問

合

せ

／

税

務

課

（

内

線

ー

4
3
)

平

成

9
年

中

に

家

屋

の

全

部

ま

た

は

一

部

の

取

り

壊

し

が

あ

っ

た

場

合

、

そ

の

家

屋

に

か

か

る

固

定

資

産

税

は

、

平

成

10年
度

か

ら

課

税

さ

れ

ま

せ

ん

の

で

「

家

屋

滅

失

届

」

を

提

出

し

て

下

さ

い

。

届

け

出

用

紙

は

、

税

務

課

に

備

え

て

あ

り

ま

す

。

問

合

せ

／

税

務

課

（

内

線

ー

4
3
)

町

税

や

国

民

年

金

保

険

料

を

納

付

す

る

場

合

に

は

、

直

接

金

融

機

関

や

役

場

で

納

付

す

る

方

法

と

納

税

組

合

か

ら

納

付

す

る

方

法

が

あ

り

ま

す

。

当

町

で

は

ー

2
5の
納

税

組

合

が

組

織

さ

れ

て

い

ま

す

。

納

税

組

合

に

加

入

し

ま

す

と

報

償

制

度

の

特

典

も

あ

り

ま

す

の

で

、

ま

だ

未

加

入

の

方

は

納

税

組

合

の

加

入

を

お

す

す

め

し

ま

す

。

問

合

せ

／

税

務

課

（

内

線

ー

4
l
)

直
度
障
害
者
（
児
）
住
宅

リ

フ

ォ

ー

ム

の

助

成

制

度

身

体

障

害

者

手

帳

及

び

療

育

手

帳

を

交

付

さ

れ

た

方

で

重

度

の

方

は

、

重

度

障

害

者

（

児

）

住

宅

リ

フ

オ

ー

ム

の

助

成

制

度

が

受

け

ら

れ

ま

す

。

（

障

害

の

種

類

に

よ

っ

て

該

当

し

な

い

場

合

も

あ

り

ま

す

。

）

今

回

は

、

重

度

障

害

者

（

児

）

住

宅

リ

フ

オ

ー

ム

の

助

成

制

度

に

つ

い

て

説

明

い

た

し

ま

す

。

重

度

の

障

害

者

（

児

）

の

家

庭

生

活

を

お

く

り

や

す

く

す

る

た

め

に

、

住

宅

の

一

部

を

改

造

す

る

場

合

に

費

用

の

一

部

を

助

成

い

た

し

ま

す

。

◎

対

象

と

な

る

方

は

：

・

身

体

障

害

者

手

帳

を

持

っ

て

い

る

方

で

、

障

害

の

個

別

等

級

が

下

肢

ま

た

は

体

幹

の

障

害

で

1
級

ま

た

は

2
級

の

方

療

育

手

帳

の

総

合

判

定

A
を

も

っ

て

い

る

方

な

お

、

住

宅

リ

フ

オ

ー

ム

助

成

は

所

得

制

限

が

あ

り

ま

す

の

で

、

本

援
助
に
つ
い
て

B
信
生
話
の

人

お

よ

び

家

族

の

前

年

の

所

得

額

に

よ

っ

て

該

当

し

な

い

場

合

が

あ

り

ま

す

。

◎

改

造

の

場

所

は

…

台

所

、

浴

室

、

便

所

、

居

室

、

玄

関

、

廊

下

な

ど

◎

助

成

額

は

…

改

造

費

用

(70万
円

を

限

度

）

の

4

分

の

3(52万

5千
円

を

限

度

）

を

助

成

し

ま

す

。

改

造

費

用

の

4
分

の

1
お

よ

び

70万
円

を

越

え

た

分

は

自

己

負

担

に

な

り

ま

す

。

◎

手

続

き

は

…

身

体

障

害

者

手

帳

、

申

請

書

、

印

か

ん

を

持

っ

て

福

祉

課

に

申

請

し

て

く

だ

さ

い

。

用

紙

は

、

福

祉

課

に

お

い

て

あ

り

ま

す

。

◎

注

意

事

項

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

助

成

は

、

改

造

を

始

め

る

前

に

役

場

に

申

請

書

を

提

出

し

審

査

を

受

け

な

い

と

助

成

対

象

と

な

り

ま

せ

ん

の

で

こ

注

意

く

だ

さ

い

。

問

合

せ

／

福

祉

課

（

内

線

ー

5
2
)

(13) 広報おおあらい '97.12.5 



交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
あ
い
、
検
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
の
は
ど
う
し
て
も
納

得
で
き
な
い
、
も
う
一
度
審
査
で
き
な

い
も
の
か
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持

ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り

ま
す
。
ご
相
談
に
関
す
る
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
、
検
察
審
査
会
へ
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

検
察
審
査
員
は
選
挙
権
を
有
す
る
一

般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

ま
す
。
実
際
に
選
ば
れ
る
方
は
若
干
名

で
す
が
、
も
し
、
あ
な
た
が
検
察
審
査

員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、
こ
の
制
度
を

こ
理
解
の
上
、
ぜ
ひ
検
察
審
査
会
議
に

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
水
戸
市
大
町
ー
の
ー
の
3
8

（
裁
判
所
内
）

水
戸
検
察
審
査
会
事
務
局

6
(
2
2
4
)
0
0
l
l
 

こ
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
査
審
査
会

（
 

大
洗
町
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
を
次
の
通
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
初
心
者
及
び
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
方
も
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
1
4
日
（
土
）
＼
1
5
日
（
日
）

ー
泊
2
日

1
4
日
午
前
5
時
出
発
（
貸
切
バ
ス
利
用
）

宿
泊
／
磐
梯
熱
海
温
泉

磐
梯
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

場
所
／
猪
苗
代
ス
キ
ー
場

参
加
費
／
2
ー
、
0
0
0
円

体
協
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
！

相
談
日
／
1
2
月
1
2
日
1
9
日

1
月
9
日
・
1
3
日

場

所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時

間

／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
た
だ
し
、

1
月
1
3
日
（
火
）
は
、
弁
護
士

の
先
生
が
相
談
を
受
け
て
く
れ
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
す
。
1
月
13
日
の
み

予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会
（
内
線
ー

6
0
)

心
配
こ
と
相
談

募
集
人
員
／
3
0
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）
親
子
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

締
切
り
／
1
2
月
2
6
日

（金
）
ま
で

指
恋
／
ス
キ
ー
の
み
日
本
ス
キ
ー
連
盟

公
認
指
導
員
が
指
導
し
ま
す
。

申
込
み
先
／

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

6

(2
6
7
)
0
2
3
0
 

大
貫
茂
男
（
髭
釜
町
）

6

(2
6
6
)
1
9
6
0
 

関
根
弘
明
（
二
丁
目
）

6

(2
6
7
)
3
4
9
3
 

木
ノ
本
修
司
（
金
沢
町
）

6

(
2
6
7
)
7
3
5
l
 

関
根
正
彦
（
中
宿
）

6

(2
6
6
)
1
6
5
l
 

藤
本
光
行
（
新
町
）

6

(
2
6
7
)
3
0
2
3
 

■休
館
日

1
2
月
1
5
日
（
月
）
2
2
日
（
月
）

23
日

（火）

・
1
2
月
2
7
日
（
土
）

1
1
月
5
日

（月）

・
1
月
1
2
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前

9
時
3
0
分

1
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間

l
人
3
冊
ま
で

｀
 

母
の
「
見
え
な
い
支
配
」
か

ら
自
分
を
取
り
戻
す
た
め
の

一

冊ー

学
陽
璽
房

あ
な
た
の
お
母
さ
ん
の
愛
し
方

は
間
違
っ
て
い
た
g

ア
ダ
ル
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
生
み

出
す
「
や
さ
し
い
暴
力
」
と
は

゜

アダJレト

橘
由
子

•

著

ア
ダ

ル
ト
チ
ル
ド
レ
ン

マ
ザ
ー

考
古
堂
刊

か
つ
て
戦
争
が
あ
っ
た
ー
|
'
。

空
襲
は
人
の
命
や
家
を
奪
っ
た
、

人
々
は
食
糧
難
に
あ
え
い
だ
。

夏
の
夜
空
を
彩
る
美
し
い
花

火
ー
ー
よ
み
が
え
る
、
あ
の
日

゜

峰
村
剛

•

著

木
村
保
夫

・
画

じ
ゃ
が
い
も
を
盗
ん
だ
話

R

重

紹

介

●大洗文化センター● fl266-2442 

月8屋催事内容 開始時間 開催場枡 主催 入場方法

11木小学生低翠年演劇鑑賞 900~ ホール雄蒻育委員会関係者

]2金/jl翠生晨芋年及a車学生晨長信賞 9:00~ ホール頬詞要育委員会 関係者
12 
運転免許更新時講習会 900~ 大会畠室炉：：籾挺［会関係者
24水
大洗町研究発表会 1300~ 大会畠室 雄頭龍究会関係者

固定資産税（第3期）
納期は

12月25日迄です。

国民年金 (12月分）
は12月26日迄です。

'97.12.5 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付尖施時間

24 水 機能回復訓練 屈害をもった方で機能回復汎雑が必要な方 9 00~11 :OO 

12 国保相談 老人医療受給券新規交付者 g・oo~11 ・30 
25 木

乳児健診 生生後後36 カカ ））J ］ ～ ～ 47 カカ ））11 のの乳乳児児 13:00~14 00 

6 火 機能回復訓練 即：をもっ(Jた兜）学iで叙問能法IIIl復1；指，Jillt祁が）必要な）i 13:00~15 00 ， 金 機能回復訓練 位害をもった方で機能圃腹計雑が必要な方 9:30~11.00 
母子相談 母親及び乳幼児 9:30~11 :00 

l 12 月
機能回復訓練 r,).',I；をもったタIiトで利I~•I能公l，99，1夕復名，J針I 純行がiri必)要なJi 13 00~1s:oo （整Jf~

14 水 母親教室① 妊娠6ヵ月～8ヵ月の初産の方 10・00~13:00 

機能回復訓練 位害をもった方で懐能匝l復調雑が必要な方 9:oo~11 :OO 
16 金

親と子の虫歯予防教室 1歳の幼児及びl吐親 13:00~14・00 

い
よ
い
よ
今
年
も
師
走
‘

＿
年
っ
て
本
当
に
早

い
も
の
で
す
ね
。
そ
し
て
寒
さ
も
本
格
的
に
な
り

自
称
「
冷
え
症
」
の
私
に
と
っ
て
は
冬
眠
で
も
し

て
い
た
い
気
持
ち
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
た
ぶ
ん
多
く
の
女
性
に
と
っ
て
こ
の

季
節
最
大
の
悩
み
の

―
つ
で
あ
ろ
う
冷
え
症
に
つ

い
て
で
す
。
冷
え
症
と
い
っ
て
も
症
状
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
一
番
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
、
手
足
の
冷

え
が
ひ
ど
く
夜
な
か
な
か
眠
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
？
あ
と
は
、
冷
え
か
ら
し
び
れ
を
お

鵬

冷え症予防で

冬を元気に

すこしましょう

はざもと きょうすlプ

萩本恭輔くん

（祝町 1区 l歳3ヶ月）

●父 敏夫

●母安紀子

囀 9
この夏lオになって初めて

ーム のお祭りでした。

日に日にひどくなるいたす

らに目が離せない毎日をおく

＇ っています。

崖自蓮紗ちゃん
（原研住宅 2歳4ヶ月）

●父淳哉

●母聡子

お外大好きで 1年中真黒け、

元気いつばいのリサコンです。

アイドIL!

基
本
健
康
診
査
・
結
核
・
肺

が
ん
検
診
・
婦
人
の
健
康
つ

く
り
診
査
に
つ
い
て

「
老
人
保
健
法
」
「
結
核
予
防
法
」

に
も
と
づ
く
健
康
診
断
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、

9
月
の
健
康
診
断
を
受
診

さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に
も

よ
り
の
会
場
で
お
受
け
下
さ
い
。

◆
基
本
健
康
診
査
(

4

0

歳
以
上
）

身
体
計
測
・
血
圧
測
定

．
尿
検
査

・

血
液
検
査
眼
底
検
査

・
心
電
図
検
査

◆
結
核
健
康
診
断
(

1

5

歳
以
上
）

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

◆
肺
が
ん
検
診
(

4

0

歳
以
上
）

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・
喀
痰
細
胞

検
査

◆
婦
人
の
健
康
つ
く
り
診
査

(18138

歳
の
女
性
）

．

身
体
計
測

・
血
圧
測
定

．
尿
検
査

・

血
液
検
査

◆
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（内
線
ー

2
4
)

こ
し
た
り
関
節
痛
、
腰
痛
、
阿
こ
り
ま
で
も
つ
な

が
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

原
因
は
、
こ
う
原
病
や
血
液
な
ど
の
病
気
の
症

状
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
大

部
分
は
自
律
神
経
の
働
き
が
う
ま
く
い
か
な
い
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
自
律
神
経
に
は
交
感

神
経
と
副
交
感
神
経
と
い
う
二
つ
の
働
き
が
あ
り

ま
す
。
体
温
調
節
で
い
う
と
寒
い
時
は
血
管
を
収

縮
さ
せ
て
熱
が
に
げ
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
交
感
神

経
が
働
き
、
逆
に
暑
い
時
に
は
血
管
を
拡
張
さ
せ

て
体
温
を
下
げ
る
と
い
う
副
交
感
神
経
が
働
い
て

体
温
調
節
を
し
て
い
る
訳
で
す
。
こ
の
自
律
神
経

は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
密
を
受
け
や
す
い
上
に
、

最
近
の
季
節
感
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
生
活
（
冷
房
、

暖
房
）
や
ス
ト
レ
ス
社
会
な
ど
に
よ
り
く
す
れ
や

す
く
な
っ
て
い
る
た
め
冷
え
症
は
圧
倒
的
に
女
性

に
多
い
の
で
す
。

そ
れ
で
は
な
る
べ
く
冷
え
を
感
じ
す
快
適
に
冬

を
の
り
き
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

●
暖
か
い
服
装
を
し
て
熱
を
に
が
さ
な
い
こ
と
。

薄
手
の
肌
着
の
重
ね
貯
や
え
り
元
を
マ
フ
ラ
ー

や
ス
カ
ー
フ
で
保
護
し
た
り
手
袋
や
タ
イ
ツ
な

ど
も
効
果
大
で
す
。

●
熱
を
つ
く
り
出
し
血
液
循
環
を
よ
く
す
る
た
め

に
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
入
浴
は
ぬ
る
め
の
湯
に
の
ん
び
り
と
。
冷
え
か

ら
く
る
肩
こ
り
や
腰
痛
を
や
わ
ら
げ
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。
お
風
呂
上
が
り
に
定
の
襄
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
体
が
温
ま
る
食
生
活
を
。
野
菜
や
果
物
は
旬
の

も
の
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
お
料
理
に
し
ょ
う
が
、

唐
が
ら
し
、

ニ
ン
ニ
ク
、
ネ
ギ
な
ど
を
加
え
る

と
体
が
温
ま
り
ま
す
。

さ
あ
｀
ど
れ
も
即
、
実
行
で
き
ま
す
よ
。
今
年

は
冷
え
症
と
さ
よ
な
ら
し
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
婦
荻
原
由
美
子
記
）

検診日程表

J J 日 会 拗 時 間

12月17日 角一策会所 午前930~11 30 

（水） 松ケ丘住宅集会所 午後130~ 3 30 

12月18日
保仙センター

午前9・30~11・30 

（木） 午後I30~ 3 30 

12月19日 午前930~11 30 

（金）
保健センター

午後I30~ 3・30 

(l 5) 広報おおあらい '97.12.5 



ー豆、豚館の1中均9入
テー，，、 コ ー ‘さ

ウツボ

く

on 

グニャグニャして鰭が無く、とても魚とは思えないよう

なウツボ。大きな口と鋭い歯から海のギャングのように思

われがちですが、実はとても小心者です。近付くと口を大
かく

きく開けて威嚇はするものの、体の方は後すさりをして逃

げる準備をしています。しかし、追いつめられるとウツボ
をゅうそ か

も「窮鼠猫を咬む」といった感じで攻撃してきます。ウッ

ボの歯はカミソリの様になっていますので少し咬まれただ

けでも大きな傷になってしまいます。海で出会ったときに

は少し離れて観察してみて下さい。

｀
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